
第

回
全
共
準
備
着
々
と

日
本
ホ
ル
協
　

第
３
２
７
回
理
事
会
開
く

生
涯
乳
量

令
和
７
年
１
～
３
月
　

都
府
県

人
事
異
動日

本
ホ
ル
協

社
員
選
挙
の

お
知
ら
せ

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病

防
疫
対
策
等
を
聴
く

血
統
登
録
、都
府
県
は

一
昨
年
よ
り
１
割
減

７
年
度
も
自
動
登
録
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
推
進
を

第

回
全
共

審
査
委
員
決
ま
る

１
位
　

和
田
泰
さ
ん

（
栃
木
県
）

２
位
　

㈱
オ
ー
ル
ド
リ
バ
ー

（
佐
賀
県
）

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（３） 第２６２９号（第３種郵便物認可）２０２５年（令和７年）４月日

　
日
本
ホ
ル
協
は
３
月

日
、
東
京
都
内
で
第
３
２
７
回
理
事
会
を
開
催
し
、
令
和

７
年
度
事
業
計
画
骨
子
と
同
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
７
年
度
予
算
は
現

下
の
酪
農
情
勢
を
反
映
し
て
厳
し
い
内
容
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
年

月
開
催
の
第


回
全
共
北
海
道
大
会
の
審
査
委
員
長
及
び
審
査
委
員
２
名
を
決
め
た
。

（
３
月

日
付
）

◇
屋
根
下
尋
美
　
退
職
　

（
事
業
部
登
録
課
個
別
登
録

係
）

（
４
月
１
日
付
）

◇
児
玉
裕
志
　
総
務
部
経
理

課
調
査
役
（
同
経
理
課
長
代

理
）

◇
塩
野
雅
一
　
事
業
部
審
査

課
調
査
役
（
同
審
査
課
長
代

理
）

◇
木
村
連
太
朗
　
事
業
部
審

査
課
審
査
係
長
兼
全
共
対
策

室
（
同
登
録
課
個
別
登
録
係

長
）

◇
野
口
愛
　
事
業
部
登
録
課

個
別
登
録
係
兼
証
明
課
遺
伝

子
調
査
係
（
証
明
課
遺
伝
子

調
査
係
）

◇
安
田
純
子
　
事
業
部
登
録

課
個
別
登
録
係
長
兼
務

◇
椛
沢
洋
二
　
全
共
対
策
室

兼
務

◇
山
下
薫
　
全
共
対
策
室
兼

務

　
任
期
満
了
に
伴
う
社
員
選

挙
（
社
員
定
数
は
全
国

選

挙
区
各
１
名
で
合
計

名
）

を
本
年
５
月

日
に
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
４
月

日
に

日
本
ホ
ル
協
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

で
公
示
し
、
併
せ
て
各
都
道

府
県
支
部
・
承
認
団
体
に
お

い
て
掲
示
し
ま
す
。

　
日
本
ホ
ル
協
の
前
田
勉
会

長
は
開
会
挨
拶
で
、
酪
農
の

生
産
現
場
で
は
な
お
、
飼
料

価
格
等
の
高
止
ま
り
と
子
牛

価
格
の
下
落
等
が
続
き
、
経

営
は
一
層
厳
し
く
離
農
も
増

え
、
酪
農
家
戸
数
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

で
、
登
録
事
業
に
も
大
き
く

影
響
を
与
え
て
い
る
。
血
統

登
録
頭
数
は
、
本
支
局
と
も

何
と
か
前
年
同
期
並
み
の
実

績
に
は
な
っ
た
が
、
７
年
度

は
今
年
度
を
下
回
る
頭
数
予

測
で
あ
り
、
厳
し
い
予
算
編

成
に
な
る
と
述
べ
た
。

　
来
賓
と
し
て
農
林
水
産
省

畜
産
振
興
課
か
ら
松
永
知
美

課
長
補
佐
が
出
席
し
、
わ
が

国
の
農
業
も
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
た
。
農
水
省
で
は
昨

年
秋
に
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
を
改
正
し
、
現
在
、

酪
肉
近
骨
子
案
並
び
に
家
畜

改
良
増
殖
目
標
の
３
月
末
改

正
に
向
け
て
詰
め
の
作
業
に

入
っ
て
い
る
。
本
年
は
第


回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
開
催
さ
れ
る
が
、
乳

牛
改
良
並
び
に
酪
農
の
未
来

を
示
す
契
機
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
旨
挨
拶
さ
れ
た
。

　
ま
た
、議
事
に
入
る
前
に
、

「
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
の
発

生
状
況
と
対
策
」に
つ
い
て
、

同
省
動
物
衛
生
課
の
大
快
峻

輝
専
門
官
か
ら
、
近
隣
国
及

び
国
内
で
の
発
生
状
況
、
防

疫
対
策
要
領
の
概
要
、
同
病

の
発
生
農
場
に
お
け
る
対
応

や
行
政
の
対
応
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
有
効
性
や
安
全
性
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

出
席
役
員
等
か
ら
は
、
本
年


月
開
催
の
全
共
で
は
出
品

牛
の
受
入
れ
側
で
牛
の
搬
入

前
後
の
同
病
の
発
生
を
心
配

し
て
い
る
。
出
品
牛
へ
の
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
、
出
品

牛
全
頭
に
事
前
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
義
務
付
け
る
等
の
事

前
対
策
を
検
討
し
て
も
ら
う

よ
う
要
望
し
た
。

　
令
和
６
年
度
中
間
事
業
概

況
で
は
、
本
年
２
月
末
現
在

の
都
府
県
に
お
け
る
会
費
申

込
が
３
６
２
４
名
で
前
年
度

同
期
比

・
５
％
、
血
統
登

録
申
込
は
全
国
計

万
２
０

２
３
頭（
同
１
０
２
・
３
％
）

で
北
海
道
、
都
府
県
と
も
に

何
と
か
前
年
度
並
み
の
実
績

に
な
っ
た
が
、
一
昨
年
度
と

比
べ
る
と
特
に
都
府
県
は


・
１
％
と
大
幅
な
減
少
に
な

っ
て
い
る
等
、
厳
し
い
状
況

は
続
い
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
報
告
事
項
と
し

て
、
２
月
に
東
西
２
地
区
で

開
催
し
た
社
員
会
議
に
は
社

員
等
合
計

名
が
出
席
し
、

「
新
し
い
Ｎ
Ｔ
Ｐ
と
２
０
２

４
年
乳
用
牛
改
良
推
進
実
施

計
画
」
に
つ
い
て
講
演
を
行

っ
た
こ
と
、
補
助
事
業
関
係

で
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産
振
興
事
業

「
乳
用
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
選
抜

の
推
進
強
化
研
究
事
業
」
の

実
施
状
況
、
後
代
検
定
及
び

ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
の
初
産
娘
牛

及
び
同
期
牛
の
体
型
デ
ー
タ

収
集
、
優
良
雄
牛
・
雌
牛
選

定
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
と

Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
を
用
い
た
血
縁

矛
盾
調
査
を
概
ね
計
画
ど
お

り
実
施
し
た
こ
と
、
線
形
形

質
の
「
高
さ
」
の
ス
コ
ア
基

準
値
を
４
月
か
ら
変
更
す
る

こ
と
等
を
報
告
し
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
７
年
度

事
業
計
画
骨
子
案
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
自
動
登
録
の
普

及
推
進
と
登
録
の
精
度
向
上

に
努
め
る
ほ
か
、
牛
群
審
査

や
検
定
成
績
証
明
自
動
継
続

申
込
、
自
動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ

Ｐ
検
査
の
普
及
拡
大
を
図
る

こ
と
と
し
、
７
年
度
の
血
統

登
録
計
画
頭
数
は
全
国
で


万
７
０
３
５
頭
、
移
動
証
明

２
８
５
０
件
、
審
査
成
績
証

明
１
万
８
９
４
０
頭
、
検
定

成
績
証
明
７
万
６
９
０
件
と

し
た
。

　
７
年
度
は
第

回
全
共
を

開
催
す
る
こ
と
で
開
催
地
北

海
道
並
び
に
各
都
府
県
、
中

央
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得

て
、
大
会
を
成
功
裏
に
運
営

し
て
実
効
を
上
げ
る
と
し

た
。
こ
の
ほ
か
Ｊ
Ｒ
Ａ
補
助

事
業
や
後
代
検
定
及
び
ヤ
ン

グ
サ
イ
ア
娘
牛
と
同
期
牛
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
実
施
済
牛
の
体
型
デ

ー
タ
収
集
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、
地
区

別
登
録
委
員
研
修
会
等
を
通

じ
て
登
録
の
普
及
推
進
と
改

良
へ
の
意
識
高
揚
を
図
る
。

　
７
年
度
収
支
予
算
で
は
、

登
録
頭
数
等
の
減
少
に
伴
う

減
収
に
対
し
て
支
出
の
節
減

に
努
め
る
が
、
本
局
の
一
般

会
計
で
は
会
館
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
て
も

約
１
６
３
０
万
円
の
赤
字
が

見
込
ま
れ
る
。
北
海
道
支
局

で
は
約
２
３
４
万
円
の
黒
字

予
算
を
見
込
む
と
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
状

況
が
予
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
５
月

日
の
任
期

満
了
に
伴
う
社
員
選
挙
の
実

施
に
あ
た
っ
て
、
全
国

選

挙
区
の
配
分
を
決
め
た
。

　
第

回
全
共
関
係
で
は
、

香
川
県
の
全
共
欠
場
を
受
け

て
出
品
割
当
頭
数
２
頭
を
、

増
頭
の
希
望
が
あ
っ
た
青
森

県
と
群
馬
県
に
各
１
頭
を
再

配
分
す
る
こ
と
、
共
進
会
規

則
第

条
の
出
品
作
法
の
遵

守
に
つ
い
て
、
守
る
べ
き
出

品
マ
ナ
ー
の
中
に
、
乳
房
へ

の
オ
イ
ル
や
艶
出
し
等
の
使

用
禁
止
を
追
加
す
る
こ
と
、

同
規
則
第

条
の
審
査
委
員

に
つ
い
て
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の

部
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
部
担
当

を
各
１
名
と
し
、
相
互
に
そ

れ
ぞ
れ
の
部
の
審
査
を
補
佐

す
る
こ
と
に
変
更
し
た
。

　
ま
た
、
第

回
全
共
の
審

査
委
員
に
つ
い
て
、
審
査
委

員
長
に
（
独
）
家
畜
改
良
セ

ン
タ
ー
の
入
江
正
和
理
事

長
、
審
査
委
員
は
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
部
を
日
本
ホ
ル
協
北

海
道
支
局
審
査
部
の
稲
山
智

明
部
長
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
部

を
同
本
局
事
業
部
の
國
行
将

敏
部
長
が
担
当
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
３
月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
左

表
に
は
上
位

頭
を
示
し

た
。
今
回
は
２
頭
が
総
乳
量

（
Ｍ
）
万
㌔
を
突
破
し
た
。

　
今
回
の
１
位
は
和
田
泰
さ

ん
（
栃
木
県
）
の
「
リ
ー
ジ

エ
ン
ト
　
ド
ロ
シ
ー
　
リ
ー

ナ
　
フ
タ
ゴ
」
の
検
定
回
数

７
回
で
検
定
日
数
２
６
２
４

日
、
Ｍ

万
３
２
７
１
㌔
、

総
乳
脂
量
（
Ｆ
）
４
２
３
９

㌔
、
平
均
乳
脂
率
（
Ｆ
％
）

４
・
１
％
、
総
乳
蛋
白
質
量

（
Ｐ
）
３
２
８
９
㌔
で
あ
っ

た
。

　
今
回
、
一
括
証
明
を
行
う

こ
と
で
ラ
ン
ク
イ
ン
を
果
た

し
た
。
和
田
牧
場
で
は
初
の


万
㌔
突
破
牛
と
な
り
、
７

乳
期
で

万
㌔
を
突
破
し
た

た
め
、
今
後
の
更
な
る
記
録

更
新
に
期
待
が
持
て
る
。
母

牛
は
栃
木
県
畜
産
酪
農
研
究

セ
ン
タ
ー
の
供
卵
牛
か
ら
生

ま
れ
た
Ｅ
Ｔ
生
産
牛
で
あ

る
。

　
２
位
は
（
株
）
オ
ー
ル
ド

リ
バ
ー
（
佐
賀
県
）
の
「
オ

ー
ル
ド
リ
バ
ー
　
Ｆ
マ
ダ
ム

　
フ
レ
ツ
ド
　
サ
ン
チ
エ

ス
」
の
検
定
回
数
８
回
で
検

定
日
数
２
９
３
７
日
、
Ｍ


万
３
１
０
３
㌔
、
Ｆ
３
４
８

０
㌔
、
Ｆ
％
３
・
４
％
、
Ｐ

３
２
８
２
㌔
で
あ
っ
た
。
代

々
決
定
得
点

点
以
上
を
獲

得
す
る
血
統
で
、
本
牛
も


―
３
Ｅ
と
い
う
優
れ
た
成
績

の
持
ち
主
で
あ
る
。

　
３
位
は
小
針
勤
さ
ん
（
栃

木
県
）
の
「
コ
バ
リ
　
ア
ー

ル
チ
エ
　
カ
ー
ソ
ン
　
ジ
エ

イ
」
の
検
定
回
数
７
回
、
２

１
３
５
日
、
Ｍ
９
万
２
９
８

３
㌔
、
Ｆ
３
１
３
２
㌔
、
Ｆ

％
３
・
４
％
、
Ｐ
２
７
７
４

㌔
で
あ
っ
た
。
遡
れ
る
限
り

で
は
、

世
代
前
か
ら
代
々

同
牧
場
を
支
え
て
い
る
「
ア

ー
ル
チ
エ
」
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

１
頭
。

　
ま
た
、
２
位
の
（
株
）
オ

ー
ル
ド
リ
バ
ー
を
は
じ
め
、

松
島
太
一
さ
ん（
熊
本
県
）、

（
有
）加
藤
牧
場（
埼
玉
県
）、

（
公
財
）
郡
山
市
観
光
交
流

振
興
公
社
（
福
島
県
）
、
新

海
益
二
郎
さ
ん（
長
野
県
）、

小
林
政
幸
さ
ん（
長
野
県
）、

妹
尾
優
佳
さ
ん（
岡
山
県
）、

駒
場
靖
史
さ
ん（
栃
木
県
）、

千
葉
準
一
さ
ん（
青
森
県
）、

中
六
角
保
広
さ
ん
（
岩
手

県
）
、
林
田
敏
之
さ
ん
（
熊

本
県
）
所
有
牛
は

点
以
上

を
獲
得
し
て
お
り
、
体
型
に

お
い
て
も
優
れ
た
成
績
を
残

し
て
い
る
。


